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利益面では、石油製品販売部門ではＳＳ(サービスステーション)間の価格競争は依然として激し

く、原油価格の上昇等により仕入価格の変動が激しかったことも加わって、マージン確保が難しい

営業を強いられました結果、利益面では終始厳しい状況下に置かれました。 

自動車販売部門でも、ディーラー間の価格競争は厳しい状況に終始しましたが、マージンの確保

や販売経費の圧縮に努め、ほぼ通期予想値を確保しました。 

また、グループを挙げての経費削減に取組んだ効果もあり、前期実績から改善しましたものの、

営業利益は314百万円、経常利益は280百万円となり、それぞれ計画を下回りました。 

    当期純利益は、固定資産除却損失等特別損失の計上と法人税負担が増加したこと等より126百万

円となり、通期予想に対しマイナス53百万円の差異が生じました。 

 

２． 平成23年４月期通期個別業績予想との差異等 

(1) 通期(平成22年5月1日～平成23年４月30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ) 16,800百万円 100百万円 210百万円 80百万円 25円15銭 

今 回 公 表 実 績 （ Ｂ ） 17,692百万円 △31百万円 143百万円 112百万円 35円45銭 

差   異（Ｂ）－（Ａ） 892百万円 △131百万円 △66百万円 32百万円 － 

差 異 率 5.3％ － △31.7％ 40.9％ － 

（ご参考） 
16,169百万円 13百万円 114百万円 115百万円 36円42銭 

前期実績（平成22年４月期） 

(2) 差異の理由 

売上高については、石油製品販売部門において、大口需要家向け軽油・灯油販売数量が増加した

こと及び原油価格の上昇にともなって、燃料油全般の販売単価が期初予想を上回ったため通期予想

を大幅に上回りました。 

その結果、売上高は17,692百万円となり、通期予想を892百万円上回りました。 

利益面においては、石油製品販売部門の価格競争は依然として厳しく、利鞘の縮小を余儀なくさ

れたこと、環境車検部門の売上が車検取扱い数及び自動車エンジン洗浄機販売数の未達成により計

画を下回り、営業利益は通期予想を大幅に下回り、31百万円の損失を計上し、差異が生じました。 

経常利益は、子会社からの配当金・手数料収入などがあり、143百万円となりましたが営業損失を

カバーするまでには至らず、予想との差異が生じました。 

当期純利益は、貸倒引当金の戻入れ益等により予想を上回る112百万円となりました。 
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